
様式－９

（ ）

（内容）

　標記について、土木工事共通仕様書 第1編 1-1-4 第1項 に基づき、施工計画書を
別冊のとおり提出致します。

・

工 事 打 合 せ 簿

発議者 □発注者  ■受注者 発議年月日 平成28年7月28日

発議事項
　□指示　　　□協議　　　□通知　　　□承諾　　　□報告　　　■提出

□その他

工事名 鹿児島3号前田地区３工区改良工事 こうかき建設株式会社

発
注
者

上記について □指示 □承諾 します。

処
理 □その他

年月日：

□協議 □提出 □受理

回
答 □その他

年月日：

□提出 □報告 □受理 します。

受
注
者

上記について □承諾

施工計画書について

主　任
監督員

担　当
技術者

現　場
代理人

監　理
技術者

□協議

添付図 葉、その他添付図書

平成28年7月28日

   　道路改築工事（○○工区）       ㈱○○建設    





鹿児島3号前田地区３工区改良工事

施 工 計 画 書

平 成　28 年  7月

㈱○○建設    

   　道路改築工事（○○工区） 

※ＩＣＴ活用工事に係る範囲を抜粋しています。
あくまで参考としてください。



1. 工事概要

2. 計画工程表

3. 現場組織表

4. 指定機械

5. 主要機械 　5-1

6. 主要資材 　6-1
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8. 施工管理計画 　8-1～15

3次元設計データ作成   1

空中写真測量(無人航空機)を用いた 　1～16

測量工施工計画書 

9. 安全管理 　9-1～31

10. 緊急時の体制及び対応 10-1～12

11. 交通管理 11-1～36

12. 環境対策 12-1～6

13. 現場作業環境の整備 13-1～3

14. 再生資源の利用の促進と 14-1～9
建設副産物の適正処理方法

15. その他
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２．　計　画　工　程　表



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

準備工
道路土工
　掘削工
　　掘削 土砂41,200m３

　法面整形工 （％）
　　法面整形(切土部） 土砂2,040m２

　残土処理工
　　整地 土砂3,300m３

　　土砂等運搬 土砂3,320m３　　L=　9.5km以下
　　土砂等運搬 土砂14,500m３　L=11.5km以下
　　土砂等運搬 土砂6,320m３　　L=15.5km以下
　　土砂等運搬 土砂17,050m３　L=22.5km以下 （％）
排水構造物工
　作業土工
　　床掘 土砂31m３

　　床掘 土砂39m３

　　埋戻し 土砂22m３

　　埋戻し 土砂15m３

　　基面整正 14m2

　　積込（ル－ズ） 土砂22m３

　　整地 土砂30m３

　　土砂等運搬 土砂8m３

　　土砂等運搬 土砂22m３

　集水桝・マンホ－ル工
　　現場打ち集水桝 （縞鋼板蓋　500*500*500-1）2ヵ所

　　現場打ち集水桝 （縞鋼板蓋　500*500*500-1）3ヵ所

　　蓋 500*500用（600*600*3.2）　　5枚

　排水工
　　小段排水 300*300*2,000（水路用）　L=179m

　　縦排水 300*300*2,000（水路用）  L=27m

　　縦排水蓋 縞鋼板　400*600*3.2 　　 n=12枚

道路付属施設工
　境界工
　　境界杭 ３本
構造物撤去工
　構造物取壊し工
　　舗装版破砕 150ｍ２

　運搬処理工
　　殻運搬 Ｃｏｎ殻（無筋）15ｍ３

　　殻処分 Ｃｏｎ殻（無筋）15ｍ３

仮設工
　作業土工
　　床掘 土砂28m３

　　基面整正 139ｍ２

　　整地 土砂28m３

　　土砂等運搬 土砂28m３

　仮設水路工
　　仮排水溝 L=89m
　　目地板 1ｍ２

　交通管理工
　　交通誘導員 29人日

後片付け

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天気
種別・細別

出来高

累 積 日 数

月 7 8 9

工事区分・工種

日
曜 日

工事名：鹿児島３号前田地区３工区改良工事

予　　　定　（　実　　　施　）　工　　　程　　　表

施工計画書作成、設計図書照査・検討、仮設備計画及び設置、着工前測量

除根・伐草・集積・運搬・処分一式

掘削工・残土処理工 (V=42,000m3)   ・ 法面整形工

5日（6日）

夏期休暇

０．０%

１０．４%

３７．０%

１０

２０

３０

４０

５０

１００

６０

７０

８０

９０

０

排水構造物工（集水桝

3日(7日）

舗装版破砕 (A=150m2)   



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

95 96 97 98 99 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81
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（％）

12

100

― 曇り ○○

10 11

○― 雨 ○

予　　　定　（　実　　　施　）　工　　　程　　　表
― ― 雪晴れ

法面整形工(A=2,040m2)  ・整地(V=3,300m3)  V=42,000m3÷550m3/日÷0.8＝95日

６３．６%

９０．３%

１００%

75日(94日）

排水構造物工（集水桝 n=５ヶ所 、 小段排水 L=179m   縦排水 L=27m

21日(87日）

3日(10日）

仮排水溝 L=89m   

境界柱設置 n=3本

1日(3日）

後片づけ

6日(10日）

０

１０

２０

３０

４０

５０

６０

７０

８０

９０

１００



5．　主　要　機　械



機　　　　械　　　　名 規　　　　　　格  台数 使 用 工 種 適 要

0.7m3 級 1 排出ｶﾞｽ・低騒音型

0.45m3 級 1 排出ｶﾞｽ・低騒音型

0.2m3 級 1 排出ｶﾞｽ・低騒音型

バックホウ
（３次元マシンコントロール）

0.7m3 級 1 排出ｶﾞｽ・低騒音型

ブルドーザー 15ｔ 1 道路土工 排出ｶﾞｽ・低騒音型

タンパ 60～80kg 級 1 道路土工・作業土工 排出ｶﾞｽ・低騒音型

大型ブレーカ 油圧式 1300kg 級 2 構造物撤去工

10t 10

4t 1

2t 1

散水車 4t 1
道路土工・作業土工・
運搬処理工・木根等運搬

主　　要　　機　　械

バックホウ

道路土工・作業土工・
運搬処理工・木根等運搬

ダンプトラック

5．　主　要　機　械

道路土工・作業土工
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7．　施　工　方　法



※本工事は、設計図書及び特記仕様書による外、各項のより施工を行うものとする。

1）　土木工事共通仕様書 （平成27年　4月）

2）　土木請負工事必携 （平成20年　9月）

3）　土木工事施工管理の手引 （平成28年　4月）

4）　道路土工要網 （日本道路協会　平成21年　6月）

5）　道路土工-切土工・斜面安定工指針 （日本道路協会　平成21年　6月）

6)   空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理要領（土工編）（案）

（平成28年　3月）

7)   入札説明書

8)   その他関連資料

※特記仕様書及び上記仕様書等に記載されていない事項で疑事が生じた場合は監督職員と

　　協議する。

１)工事開始までの流れ

7．施 工 方 法

事前調査

契約書及び契約書第18条
一～五 に基づき、設計書･
仕様書・特記仕様書・現場等
の確認

現場事務所開設
準 備

着工前測量

1.基準点測量
2.水準点測量

用地選定･契約
建設物選定･契約

事務所開設

施工計画書作成

工程(法)検討

工費の試算

協力会社の選定

施工体制検討

施工計画書提出 測量成果提出

発注者との協議

工 事 開 始

修正等

発注者からの基本水準点･基準点の指示

成果簿作成･検討

3次元起工測量

空中写真測量
3次元設計データ作成

7-1



工事着手に先立ち、現地踏査等の事前調査を実施します。　　　　　

なお、測量標(仮BM)及び多角点を設置するための基準となる点の選定は、

監督職員より指示を受ける。

1. 着工前基本測量

工事着工に先立ち、監督員より指示を受けた基準点、水準点を基に多角測量、

水準測量を実施。

2. 工事基準点及び仮BMの設置

工事基準点及び仮BMは、工事に支障のない箇所に設置する。

3. 3次元起工測量及び3次元設計データ作成

２. で設けた工事基準点及び仮BMを基に空中写真測量(無人航空機)による起工

測量を行い、得られた計測点群データと、設計図面（平面図、縦横断図）及び線

形計算書より縦横断線形の設計データを3次元化し、3次元設計データを作成する。

２）　着工前測量

１）　準備工

※　8.施工管理計画　3次元設計データ作成 参照。
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3）　掘削・積込

基本事項　 重機作業は作業計画書を作成し、作業方法・安全措置を周知徹底する。

3次元設計データを用いた計測及び誘導システムを使用。

１、表土はぎ取り作業を30cmと50cmの深さでBH（0.7m3級）にて行う。

また,表土はぎ取り途中,残根がある際は一緒に除去して

別々に集積を行う。

２、掘削作業は、BH（0.7m3級）にて行い施工中地山に異変が

があった場合は監督職員に報告し、処置について監督職員と

協議を行う。また施工途中に土質の変化がみられたときは

監督職員に段階確認を求める。

また、他工区との関連性、連絡打合せを密に行い、施工する。

ICT建設機械（3次元マシンコントロール(バックホウ)）による施工。

３、掘削完了後、法面整形をおこなう。

ICT建設機械（3次元マシンコントロール(バックホウ)）による施工。

２、掘削工

３、法面整形

１、表土剥取り
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4）　法面整形工

　　法面整形時は丁張りを確認し,所定の法勾配が確保できるよう、

また凹凸が無いように慎重に仕上げを行う。

切土法面整形は、凹凸のないよう入念に行い、見張り人を配置する。

仕上げは、バックホウ（0.7m3級）により行うが、機械施工での整形が困難な場合は

人力にて入念に仕上げる。

ICT建設機械（3次元マシンコントロール(バックホウ)）による施工。

基本事項

切土部
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セミオート3DMC油圧ショベル施工計画書 



 セミオート3DMC油圧ショベル
施 工 計 画 書

こうかき建設株式会社

鹿児島3号前田地区3工区改良工事

1

    ㈱○○建設    

   　道路改築工事（○○工区）    



目　次

1．

2．

3．

4．

施 工 方 法

添 付 資 料

工 事 概 要

使 用 機 器

2



１．工事概要

１－１．　　工事件名

鹿児島3号前田地区3工区改良工事

１－２．　　工事場所

鹿児島県出水市境町地先

１－3．　　工期

平成28年　7月　1日　～　平成28年　12月　28日

１－4．　　発注者

TEL　099-216-3853

１－5．　　施工者

こうかき建設株式会社

 九州地方整備局 ／ 鹿児島国道事務所

3

   　道路改築工事（○○工区）    

    ㈱○○建設    

   　○○市○○地内    

   　鹿児島県○○地域振興局建設部    

   　TEL　○○○－○○○－○○○   



１．工事概要

①．適用工種

下記記載工種に適用する。

②．施工範囲

施工範囲は下記赤色部分。

③．施工期間

使用施工期間は下記記載の通り。

8月 9月 10月 11月 12月

① No.33～No.38

工種 備考施工数量

2040㎡

施工延長

100m① 道路土工　法面整形工

① 道路土工　掘削工 100m 41,200
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2．使用機器

①油圧ショベル

小松製作所　PC-200 i

② 測位方式

RTK-GNSS方式を採用する

③ セミオート３D-MＣシステム構成図

ストロークセンシングシリンダー（ブーム・アーム・バケット)

ICTコントローラー
IMU＋　慣性センサー
コントロールボックス（表示モニター）
GNSSアンテナ
GNSSボックス（受信機）

セミオート制御機能搭載油圧ショベル
◇新技術名称　　：インテリジェントマシンコントロール油圧ショベル
◇ＮＥＴＩＳ番号：ＫＴ－１４００９１－Ａ
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装着機器構成詳細
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セミオート3DMC   油圧ショベル施工計画書

3．施工方法

①施工フローチャート

セミオート3DMC

完成

事前調査 3次元設計データ作成

ローカライゼーション

PC200i現場搬入・精度確認

掘削・切土法面整形

7



セミオート3DMC   油圧ショベル施工計画書

3．施工方法

②事前調査

施工適用範囲がGNSSが受信できる環境である事を事前にRTK-GNSSを使用して
受信状況を確認する。

＊上空視界が取れているか
　(VRSの場合)補正情報受信における通信網(docomo)
が施工範囲を網羅出来るかなど

GNSSの捕捉状態を確認し、常にFIX解(GNSSの公称精度を満足する測位が可能な衛星
捕捉状態:一般的には5個以上)であることが基本条件であり、FLOAT解(測位精度が悪い状態)
では施工してはならない。

③ローカライゼーション

現場管理で使用している座標系とGNSSで取得される位置情報(緯度・経度・楕円体高）は異なる為、
事前にGNSS座標系を現場座標系に変換する必要がある。

具体的な変換プロセスは、施工エリアを囲む最低4点の現場基準点(X,Y,H)をGNSS測量機で観測。
変換データを作成後、建機に入力を行う。

④本工事における有効性

3D-MＣバックホウシステムを用いた施工精度は現行の出来形管理値（基準高±50ｍｍ）
をクリアできる技術レベルである事は試行工事などで確認している。

※施工精度（RTK-GNSSの精度＋ストロークセンシングシリンダーの精度＋IMU+慣性センサーの精度）

また、従来の施工方法との比較をすると安全性や環境負荷の軽減など向上が期待できる。

自動停止制御 最短距離制御 自動整地アシスト

（バケットの幅・輪郭点の中で最も設計 （アームを操作した際、バケットが設計面を

面に近い点を自動検出し制御） 沿って動くように自動でブームが上昇）

PC200i（3ＤＭＣ = 3DMG＋セミオート制御）

ガイダンス（3次元設計データとの比較）
＋

自動停止・最短距離制御（設計面で刃先が自動停止）
自動整地アシスト（設計面を深堀しないよう自動制御）

丁張及び検測補助員の省略・削減

工種 従来施工

法面整形
（一定勾配の整形）

丁張り＋検測補助員
（法勾配確認）

8



■事前調査及びローカライゼーション結果
上空視界は確保されており、ローカライゼーション時に測位精度低下現象等は認められず。
ローカライズ結果は下記の通り
※ローカライズに使用した既設点・基準点成果表については別途提出する。

ICTバックホウの情報化施工管理要領（案）　平成24年3月
建設ICT導入普及研究会　国土交通省　中部地方整備局　中部技術事務所　P.40～41より抜粋

左図はTopcon 3D-office上で各点のX,Y,H座標と
、同点をGNSS測量器で計測して得られた
３次元位置データ(緯度,経度,楕円体高)を入力し、
残差が表示された画面を抜粋したもの

10mm～30mm以内の結果を得られた。

点名 水平方向残差 鉛直方向残差

9



■ローカライズ（座標変換）各点詳細内容
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3．施工方法

⑤設計データ作成をして、重機搭載のコントロールボックスに読み込ませる。

設計データ作成基本フォーマットは下記のいずれかを使用
・ＸＭＬ（ＴＳ出来形）
・DWG（3D面）R12形式
・LandXML（アライメント)/(TINサーフェス）
・CSV(カンマ)

重機搭載データに変換する為にTOPCON　3D-Officeを使用
作成ソフト　福井コンピュータ　武蔵

注意：TIN編集するためにCiVil３D
を使用する場合あり

TN３ファイルを作成
重機搭載コントロールボックスにクラウドプラットフォーム（KomConnect）からアップロード

⑥実施工
建機搭載GNSS機器及び補正情報(ネットワーク型RTKもしくはRTK方式)、加えて
重機に搭載されている各センサーから得られる各機器の傾斜等を演算し
バケット刃先の位置の座標値を3次元で算出する。バケットの3次元位置と3次元での設計データをリアル
タイムに参照して、車載コントロールボックスに設計データを表示し、モニタのガイド表示で施工する。
また、セミオート機能を併用する事により、自動制御で設計面以上の深堀を防止。
自動整地アシスト機能を使用し、オペレーターの技量に左右されない一定以上の品質を確保できる。

マシンコントロールに搭載する3次元設計データは、3次元設計データ作成ソフトにより作成した基本設計デー
タ　　　　　　　をベースに作成する。尚、基本設計データにおいては、基本設計データのチェックシート等に
より　　　　　　　　　　　　　事前に監督職員に了解を得たデータを使用するものとする。
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3．施工方法

⑥実施工のつづき
衛星からの信号を十分に受信し、精度良好時（＝FIX解）下記の赤い丸のところが緑になる。
この場合のみガイダンス・自動制御が可能。
＊基本的には受信衛星が6個以上の時FIX解を得られる（衛星配置状況により上下有）

掘削断面を指定すると、バケットの位置と断面との位置関係が表示。
画面のガイダンスとセミオート制御に従って、設計通りの施工が可能。

切出し位置法尻が一目で把握⇒「丁張不要・軽減」

精度低下時は、画面上に精度低下の警告が表示されるとともに
セミオート（自動制御）モードへの移行が不可能になる。
尚、精度が向上すると警告表示が消え、セミオート制御への移行も可能となる。

12



3．施工方法

⑦．システム設定詳細

建機寸法については工場生産時にインプット済み
バケットについては所定の方法でバケット幅・輪郭点等を計測しファイル作成後、入力する

⑧．精度確認方法

日々の点検は別添チェックシートに記載した項目について作業開始前に実施する。　※（様式-2）
始業点検と合わせ、あらかじめ設置した既知点において座標確認を行い、記録する。
精度確認方法としては作業前にチェック杭（座標を持った）をショベルの刃先で当たり
出来形管理値（基準高±50ｍｍ）以内であるかを確かめて作業に当たる事。

※社内規格値　±40ｍｍ

＊チェック杭確認画面

精度確認については精度確認チェック表を別途用意

⑨．施工上の注意

①基本設計データと起工測量（現地）が合っているか施工前に必ず確認する。
②現地ローカライズの残差が所定の範囲に納まっているか施工前に必ず確認する。
③取り付け機器に不具合が無いか、施工前に必ず点検する。
④建機に内製されている各センサーの校正（デイリーキャリブレーション）を1日1回以上作業前に実施する

　（旋回によるIMU＋の校正　及び
　　バケット、ブーム、アーム各部ストロークエンドまでの伸縮作業）

【補足説明】

バケット刃先を基準杭に当てるときは、
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8．　施　工　管　理　計　画



番 号

（1） 工程管理

（2） 品質管理 1）品質管理計画表

（3） 写真管理

　 　②品質管理撮影計画表

　 　③出来形管理撮影計画表

（4） 出来形管理

（5） 段階確認

（6） 品質証明

8．　施　工　管　理　計　画

2） 週間管理・月間管理

4） 進捗率

管 理 項 目 計 画 事 項

1）日常管理

3） 変更工程表

1）総合撮影計画表

 　　①安全管理撮影計画表

1） 出来形管理計画表

1）段階確認計画表
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工程管理は、バーチャートにより管理する。

       １）　日常管理 

       ２）  週間管理 ・ 月間管理 ・ 全体管理

それぞれ行い、職長以上に配布し互いに把握と実務に努める。

全体管理としては、計画に対し10％の変更が生じた場合に、フォローアップを実施する。

       ３） 進捗率

毎月の進捗率の報告は、（工事履行報告書）にて報告する。

管理時期

管理場所

管 理 者

管理内容

管理方法

 履行報告書の作成

バーチャート

 現場事務所

 変更工程作成・記入(変更指示発生日及び工程の遅れが生じた時）

 実施工程の記入（朱書き・週間)

 天気・作業日・休日の記入（毎日）

 出来高の記入（毎月末）

予定工程表に日々の実施状況を記入して、予定に対する実施状況の日常管理を行う。

各種別、又は細別毎の実施作業量を把握し、計画作業量を維持する為に、労務、機械
等の配置を検討する。

週間管理は毎週金曜日に週間工程表にて、月間管理は毎月月末に工事履行報告書にて

（1） 工 程 管 理

 月末及び工程の遅れが生じたとき

 監理技術者
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工

種

種

別
試　　験　　項　　目 規格値 社内規格値

施工
規模

試験基準
試験
回数

摘要

スランプ試験
スランプ8㎝以上
18㎝以下：許容差±2.5㎝

スランプ8㎝以上
18㎝以下：許容差±2.5
㎝

荷卸し時
1回/日
荷卸時に材料の変化が認められた
とき

コンクリートの圧縮強度試験

1回の試験結果は指定した呼び強度の85％
以上であること。
3回の試験結果の平均値は、指定した呼び
強度以上であること。
（1回の試験結果は、3回の供試体の
平均値）

1回の試験結果は指定した呼び強度の
85％
以上であること。
3回の試験結果の平均値は、指定した呼
び
強度以上であること。
（1回の試験結果は、3回の供試体の
平均値）

荷卸し時
1回/日
テストピースは打設場所で採取し1
回につき6本とする。

空気量測定 ±1.5% ±1.5%

荷卸し時
1回/日
荷卸時に材料の変化が認められた
とき

スランプ試験
スランプ8㎝以上
18㎝以下：許容差±2.5㎝

スランプ8㎝以上
18㎝以下：許容差±2.5
㎝

荷卸し時
1回/日
荷卸時に材料の変化が認められた
とき

コンクリートの圧縮強度試験

1回の試験結果は指定した呼び強度の85％
以上であること。
3回の試験結果の平均値は、指定した呼び
強度以上であること。
（1回の試験結果は、3回の供試体の
平均値）

1回の試験結果は指定した呼び強度の
85％
以上であること。
3回の試験結果の平均値は、指定した呼
び
強度以上であること。
（1回の試験結果は、3回の供試体の
平均値）

荷卸し時
1回/日
テストピースは打設場所で採取し1
回につき6本とする。

空気量測定 ±1.5% ±1.5%

荷卸し時
1回/日
荷卸時に材料の変化が認められた
とき

仮設工
仮水路工

（2）　品　質　管　理
１）　品質管理計画表

施工 2.62m
3

コ
ン
ク
リ
ー

ト

1
8

‐
8

‐
2
5

（
2
0

）
B
B

1

排水構造物工
集水桝・

マンホール工

排水構造物工
排水工

コ
ン
ク
リ
ー

ト

1
8

‐
8

‐
4
0
B
B

1施工 14.24m3
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  1）総合撮影計画表

番 号 撮　　影　　項　　目 撮　　　　　　　影　　　　　　頻　　　　　　度

1 着工前全景写真 起点・終点・航空写真により撮影

2 工事進捗状況 上空及び地上より月末に撮影

3 安全管理写真 別紙計画表 １）

4 品質管理写真 別紙計画表 ２）

5 出来形管理写真 別紙計画表 ３）

6 使用材料 各品目毎に１回（形状寸法、検査実施状況）

7 仮設物写真 現場事務所・倉庫・休憩室・設置時・イメージアップ関連

8 災害写真 災害発生時

   （3）　写　真　管　理

8-4



番 号

1 　各種標識類の設置状況

2 　各種保安施設の設置状況

3 　安全訓練の実施状況

4 　朝礼・ラジオ体操・危険予知活動実施状況

5 　交通整理員の活動状況

6 　機械・器具点検実施状況

7 　安全パトロール実施状況

8 　イメージアップ安全関係写真

9

10

11

12

13

14

15

撮　　　　影　　　　項　　　　目

①安全管理撮影計画表
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スランプ試験 1

圧縮強度試験 1

空気量測定 1

スランプ試験 1

圧縮強度試験 1

空気量測定 1

摘 要

仮設工
仮水路工

コンクリート
18‐8‐40BB

コンクリートの種類毎
に１回（試験実施中）

試験実施中

試験実施中

試験実施中

１週・４週

試験実施中

コンクリート
18‐8‐25（20）

BB

②品質管理撮影計画表

工　　種 種　　　別 撮 影 項 目 撮 影 箇 所

コンクリートの種類毎
に１回（試験実施中）

１週・４週

撮影回数

排水構造物工
集水桝・

マンホール工

排水構造物工
排水工

撮 影 頻 度
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掘削中

法長 掘削後

代表箇所
各1枚

1 1-2-4-2

掘削後

幅

厚さ

厚さ

幅

高さ

小段排水 据付状況 埋戻し前
200m又は1施工箇所

に1回
不要 5 3-2-3-29

厚さ

幅

据付状況 埋戻し前
200m又は1施工箇所

に1回
不要 3 3-2-3-29 製品部

厚さ

幅

高さ

※　道路土工［ICT活用］について

（7）  ICT活用工事　施工管理計画 参照。

仮設工 型枠取り外し後
200m又は1施工箇所

に1回
代表箇所
各1枚

3 3-2-3-29仮排水溝

1ヶ所毎

3-2-3-30 躯体

型枠取り外し後
200m又は1施工箇所

に1回
代表箇所
各1枚

3 3-2-3-29 張コン部

摘要撮影回数

縦排水

排水
構造物工

施工後
1施工箇所に
1回

3-2-4-1

集水桝・
マンホール工

不要

型枠取り外し
後

1施工箇所に
1回

不要

③ 出 来 形 管 理 撮 影 計 画 表 

提出頻度工　　種 種　　　別

基礎材

撮影項目 撮影時期 撮影頻度

「TSを用いた出来形管理
要領（土工編）」による

1工事1回

地質が変わる毎に
1回

200ｍ又は1施工中に
1回

土質等の
判別

※右のいずれか
で撮影する。

道路土工 掘削工
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±50 ±40 14

-200 ±160 4

法長-4% 法長-3.2% 12

-100 ±100 12

- ±50 〃 16

設計値以上 設計値以上 10

-30 ±15 10

±30 ±15 5

-20 ±10 5

-30 ±15 5

-30 ±15 5

±30 ±15
施工延長20ｍにつき1
箇所40m以下のものは1
施工につき2ヶ所

10

-200 ±100 1ヶ所／1施工箇所 3

- 設計値以上 10

- ±15 10

-20 ±10 6

-30 ±15 6

-200 ±100 1ヶ所／1施工箇所 3

-200 ±100 1ヶ所／1施工箇所 3 3-2-3-29 側溝工

±30 ±15 3

-20 ±10 3

-30 ±15 3

-30 ±15 3

-200 ±100 1ヶ所／1施工箇所 1

TSを用いた
出来形管理要領

幅　w

厚さ　ｔ

小段排水
（敷砂）

施工延長20ｍにつき1
箇所40m以下のものは1
施工につき2ヶ所

設計図書の測点毎。
基準高は、道路中心線
及び端部で測定。

※管理基準なし

l　<　5ｍ

l　≧　5ｍ

センターからの距離

道
路
土
工

道
路
改
良

3-2-3-29

厚さ　ｔ1、t2

集水桝・
マンホール工

1ヶ所毎

3-2-4-1

3-2-3-30

※管理基準なし

排
水
構
造
物
工

（4）  出来形管理

１）出来形管理計画表

種別 規格値
工

種

掘削工

測定項目

法

長

測定
回数

測  定  基  準
測定予定箇所

社内
目標値

仮排水溝

厚さ　ｔ

3-2-3-29

摘要

基準高　▽

小段排水

基準高　▽

延長　L

幅　W

集水桝工

　※　社内目標値について
社内規格運用基準 参照。
　※　道路土工［ICT活用］について
　（7）  ICT活用工事　施工管理計画 参照。

基準高　▽
3-2-3-29

施工延長20ｍにつき1
箇所40m以下のものは1
施工につき2ヶ所幅　w

縦排水
延長　L

仮
設
工

基準高　▽

施工延長40ｍにつき1
箇所40m以下のものは1
施工につき2ヶ所

No.33、35、36
幅　w

延長　L

厚さ　ｔ1～t5

基礎工
一般事項

高さ　h

側溝工

側溝工

厚さ　ｔ1、t2

幅　w1、w2

高さ　h1

延長　L

側溝工

幅　w
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工 種 種 別 確 認 時 期 施 工 予 定 時 期 確認の程度

道路土工 掘削工 土（岩）質の変化した時
平成28年　8月～
平成28年　12月

1回/土（岩）質の変化毎

工 種 種 別 確 認 時 期 施 工 予 定 時 期 確認の程度

着工前測量
平成28年　7月～
平成28年　8月

1回

着工前測量
平成28年　7月～
平成28年　8月

1回

道路土工 掘削工 出来形計測時

※土木工事共通仕様書第3編1-1-8（品質証明）に基づく。
　品質証明員は、工事施工途中において必要と認める時期及び検査の事前に品質管理を行い、
検査時にその結果を所定の様式により提出する。
　品質証明は、契約図書及び関係図書に基づき、出来形、品質及び写真管理等、工事全般に
わたり行う。

（準備工）
種　　　別 細別 管 理 項 目 管 理 箇 所 数 品 質 確 認 箇 所 数
施工計画書 内容 1 1
着工前測量 標高・座標 1 1
（出来形）
種　　　別 細別 管 理 項 目 管 理 箇 所 数 品 質 確 認 箇 所 数
掘削工 基準高・法長・幅 4 2

集水桝・マンホール工 基準高・厚さ・幅・高さ 5 1
小段排水 基準高・延長 5 1
縦排水 厚さ・幅・延長・基準高・延長 3 1
仮排水溝 基準高・厚さ・幅・高さ・延長 3 1

（品質）
工　　種 種　　　別 試 験 項 目 管 理 回 数 品 質 確 認 回 数

スランプ試験 1
圧縮強度試験 1
空気量測定 1

コンクリート
18‐8-40BB

　　（6）品 質 証 明

品質証明計画表（出来形・品質）

排水構造物工
集水桝・

マンホール工

排水構造物工
排水工

仮設工
仮水路工

1圧縮強度試験 1

1

　　（5）段 階 確 認

１）段階確認計画表

空気量測定

1

コンクリート
18‐8‐25（20）

BB

スランプ試験

1

※確認 ・ 立会計画表

無人航空機による起工測量標定点及び
検証点の確認

無人航空機による空中写真測量標定点及び
検証点の確認（出来形計測）

平成28年　11月～
平成28年　12月

1回
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１）適用工種

道路土工 掘削工

2）摘要区域

（7）  ICT活用工事　施工管理計画
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3)出来形計測箇所、出来形管理基準及び規格値・出来形管理写真基準

① 出来形管理基準及び規格値

平均値
個々の
計測値

平均値
個々の
計測値

平場 ±50 ±150 ±50 ±150

法面（小段含む） ±70 ±160 ±70 ±160

注1：個々の計測値の規格値には計測精度として±50mmが含まれている。

② 写真撮影箇所一覧表

図面との不一致

撮影項目

土質等の判別

法長（法面）

4)使用機器・ソフトウェア

空中写真測量(無人航空機)を用いた測量工施工計画書 参照。

5)撮影計画

空中写真測量(無人航空機)を用いた測量工施工計画書 参照。

注2：計測は天端面（掘削の場合は平場面）と法面（小段江尾含む）の全面とし、全ての点で設計面との標高較差または、水平較差を算出
　　　する。計測密度は1点/m2（平面投影面積当たり）以上とする。

工種 測定箇所 測定項目

規格値

測定基準 測定箇所

掘削工

標高較差

注1,注2,注3,注4 №33～№38水平または
標高較差

社内規格値

注3：法肩、法尻から水平方向に±5cm以内に存在する計測点は、標高較差の評価から除く。同様に、標高方向に±5cm以内にある計測点は
　　　水平較差の評価から除く。

注4：評価する範囲は、連続する一つの面とすることを基本とする。規格値が変わる場合は、評価区間を分割するか、あるいは規格値の条件の
　　　最も厳しい値を採用する。

撮影項目

写真管理項目
区分

提出頻度撮影頻度

※斜体太文字は、空中写真測量（UAV)による出来形管理の適用で、「写真管理基準（案）」（国土交通省各地方整備局）を適用しない部分

図面と現地との
不一致の写真

工種

掘削工

写真管理項目

施工状況
　写真測量に使用した
　すべての画像

※ICONフォルダに格納
撮影毎に1回［発生時］※

撮影頻度［時期］

地質が変わる毎に1回［掘削中］

撮影毎に1回［掘削後］※

提出頻度

代表箇所
各1枚

　写真測量に使用した
　すべての画像

※ICONフォルダに格納

8-15



3次元設計データ作成



１．概要
１．3次元設計データ作成ソフトｳｪｱは、出来形管理や数量算出をの基準となる設計形状を示す
3次元設計データを作成・出力することができるもの

２．使用プログラム

・EX-Trend　武蔵　　　　　　（福井コンピューター）
・3D-OFFCE　　　　　　　　　（TOPCON)
・Trend-Point　　　　　　　　（福井コンピューター）

3 有する機能

2)
3)

5)
6)

4 設計データ作成の流れ

1

UAV現況測量ﾃﾞｰﾀ

KoｍConnect
Trend　Point

(出来形管理ｿﾌﾄｳｪｱ）

3次元設計データ（TIN)

ICT建機

3次元現況データ

縦断図

EX-Trend　武蔵 3D-Office

Trend　Point

3次元設計データ 3次元設計データ（TIN)

○ ○ ○3次元設計データの出力機能

横断図
平面図

4)

○ ○ ○座標系の変換機能

①設計面ﾃﾞｰﾀ作成
②起工測量ﾃﾞｰﾀ作成

3次元設計データの作成機能　　
○ ○

○

3次元設計データ等の確認機能
設計面ﾃﾞｰﾀの作成機能 ○ ○

○

④横断形状の読込(入力）機能
⑤現況地形ﾃﾞｰﾀの読込(入力）機能

○ ○

○

②平面線形の読込(入力）機能
③縦横断線形の読込(入力)機能

○
EX-Trend武蔵 3D-Office Trend-Point3次元設計データ等の要素読込(入力）機能

1)

○

①座標系の機能
○
○



空中写真測量(無人航空機)を用いた測量工施工計画書 



こうかき建設株式会社

鹿児島3号前田地区3工区改良工事

 空中写真測量(無人航空機)を用いた測量工
施 工 計 画 書

1

   　道路改築工事（○○工区）    

    ㈱○○建設    



１．工事概要

１－１．　　工事件名

鹿児島3号前田地区3工区改良工事

１－２．　　工事場所

鹿児島県出水市境町地先

１－3．　　工期

平成28年　7月　1日　～　平成28年　12月　28日

１－4．　　発注者

TEL　099-216-3853

１－5．　　施工者

こうかき建設株式会社

 国土交通省九州地方整備局 ／ 鹿児島国道事務所

2

   　道路改築工事（○○工区）    

    ㈱○○建設    

   　○○市○○地内    

   　鹿児島県○○地域振興局建設部  　  

   　TEL　○○○－○○○－○○○   



１．適用工種・計測範囲
①．適用工種
下記記載工種に適用する。

②．計測範囲
計測範囲は下図赤色の箇所

① 道路土工

工種 備考施工㎡

7,452㎡

施工延長
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２．使用機器・ソフトウェア
2-1. DJI S1000 Premium

 SONY　α6000
搭載カメラ

 SIGMA　19mm F2.8 DN

2.4GHz
2000m  ※遮蔽物が無く見通しが確保された状態

バッテリー残量が30%以下になるとアラームが動作し、離陸地点に
自動帰還をする。
バッテリー残量から考えて離陸地点への帰還が困難な場合は、その場
で着陸させるか通知します。

リモートコントロールの信号を3秒以上喪失すると、自動帰還を開始
し、信号を再び受信すると通常飛行に復帰します。

機体性能

リモートコントローラー
動作周波数
通信距離

安全装置
バッテリー低下

信号喪失

4



2-2. 使用ソフト

2-2-1. ドローンによる撮影された空中写真を、補正、解析されたオルソ画像を作成

5



2-2-2. 点群データから縦横断図を抽出

メッシュ作成後土量算出

 線形情報を設定し、点群データから断面を抽出(縦横断)

6



設計横断図に抽出した横断を貼付け整合の確認を行う。

縦横断SIMAファイル作成

メッシュデータの作成( 0.50m × 0.50m )
土量計算を行い CSVファイルを作成)
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2-2-3. 自動飛行設定ソフト

MISSION　PLANNER(ミッションプランナー）を使用し、飛行プランを作成します。

設定した飛行経路をＧＰＳ自動飛行させる機能です。

フライトデータの確認

8



３．撮影計画

上記を参考に撮影計画を実施する。

視認性と３次元計測データの使用目的に応じた規格を順守するデータを取得するための飛行高度、速度、
ルートなどを計画する。また安全な飛行をのため、バッテリーに余裕を持たせ回数に分け、各回の飛行に
おいて、進行方向のラップ率90%隣接方向のラップ率60%を確保するものとした。また、以下の規程に
図のように配転することを心掛ける。

9



・飛行高度
飛行高度は、３次元計測データの使用目的に応じて決定される
起工測量、出来形測量(中間払い）、出来形(完成）それぞれ要求精度が違う
要求される制度に合わせた飛行高度を決定し、フライトを行う

今回の起工測量においての飛行高度は40mとする

また出来形測量(完成時）では30mとする

・計測範囲内の除草
正確な3次元地形データを取得する為、飛行前に計測エリアの草については刈取・集草を実施

写真測量で撮影した写真を利用するので地面を測定できません。
しかし、建機程度であれば削除可能となっています。

施工面だけの伐採でOKです。
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・撮影時の人員・安全体制

ドローンの離着陸時は手動。以降は自立飛行となるが
エラー発生時等は強制的に手動操作モードへ変更。

タブレット上でドローンの電源状況、エラー表示
現在の飛行航路等を確認。パイロットに逐一報告。

計測エリア内に2名人員を配置。（施工起点側1名、終点側1名、）
目視（直接肉眼による）範囲内で無人航空機とその周囲を常時監視するものとする。
それぞれトランシーバーで連絡を取り合い
人（第三者）や車等がエリア内を通行する場合はトランシーバーにて助手及びパイロットへ
報告する。

また、地上風速が5m以上の場合は飛行を待機する

パイロット

パイロット補

2人1組 常に視認できる距離を確保
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・標定点外観

・標定点設置位置

運行ルート及び飛行撮影計画
運行ルート図

凡  例
標 定 点
検 証 点

60cm×60cm
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・提出書類

施工計画書（撮影計画含む）
工事基準点成果
使用機器・ソフトウェアのメーカーカタログあるいは仕様書
使用機器の保守点検・検査成績書等
カメラキャリブレーションおよび精度確認試験結果報告書（計測実施後）
（弊社ではSfM法でキャリブレーションで作業を実施します。）
（SfMとはある物体をカメラの位置を変えながら撮影した複数枚の画像から物体の３次元形状
を取得する方法です）

3次元設計データチェックシート

・ 電子成果品

3次元設計データ(LandXML等のオリジナルデータ(TIN))
起工測量時の計測点群データ(csv,LandXML等のPointファイル)
起工測量計測データ(LandXML等のTINファイル)
工事基準点及び標定点データ(csv,LandXML等のPointファイル)
空中写真測量（ＵＡＶ）で撮影したデジタル写真（jpg ファイル）

他、監督官の求めに応じて提出するものとする

尚、電子成果品においては
出来形管理要領内「1-5-3　電子成果品の作成規定」に準じて所定のファイル名、データ形式で
「工事完成図書の電子納品等要領」で定める「ICON」フォルダに格納する。
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点群データ処理・数量算出方法について

Komconnect上にアップロードされた点群データは、空中写真測量(無人航空機)を用いた出来形管理要領(土工編)
に準拠する形で間引きされ、内挿補間される。

・要求される点群密度
出来形計測データ・・1点以上/0.01m2
数量算出に用いる岩線計測データ及び起工測量計測データ・・1点以上/0.25m2
出来形評価用データ・・1点以上/1m2

Komconnectでは出来形計測データに要求される点群密度を基準として適宜密度変更可能。
尚、点群は逆距離加重法により内挿補間⇒グリッド化される。

・堆積算出方法
Komconnect上で表示される数量（体積)
は２つの面データに重ねあわせた50cm以内のメッシュ交点から標高差を算出し、メッシュ面積を
乗じた点高法により算出される。

・表示、算出例
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